





On the device of the Fluorescent Lamp. which is conformed to the 
Ferroresonance. ( n ) 
Takayuki NAKAGA W A. 
This rer;ort is the explanation on the mechanism to the operation of' the lighting device 








図-1はその実験装置の結線図で， Ll' L2 は夫々O.7�シリー， 1.8�シリーの鉄芯入コイノレ， C1， 
C2 は夫 O々 .1�O . 2マイ ク ロ アア ラツp'， 3�4マイクロフアラツFの蓄電器， 蛍光管は東芝マツダ昼光色蛍光
管F D-20Lを使用したc
r T � • _ー一、 - ._- . �-今電源を実験装置に結び， スイッチを閉ぢると， L1 � L2C2 L，(ùil1r.ífi-ì r一笠竺笠ー2 � � -<> 0.ーと1.川崎町ト"l;-F.-----'-'--ー 一司一寸1
2の直列回路 が 出来， 直列共振現象が起り， 蛍光灯繊係は共振 円 c，L-iI-.J玄[三ζす了|
時大きな電流が流れ白熱する。 今繊係が白熱すると繊係抵抗は .�- ViJ\WíJ\:'/V 11 I 一-0 <>-ー一一一 E
約10倍程 の大きさに な り， 直列共振の条件が満足 しなくなる。 図-1
その時繊保を流れる電流が急減し繊俸の点、灯が消滅する。 そうすると繊保温度が降下し， 抵抗が減
少する。 この 時直列共振条件が満足され， 最初の状態にも どる。 さて直子j共振を起した時蛍光管両
極に高電圧が印加され， 又繊係が点灯するので放電がこの瞬間に起る。 放電が起るとL1が安定チョ
ークとなり， 一定放電電波が蛍光灯を流れるため， L2C2 の回路 に流れる電流は微少とな る。 その
後初め述べた様なl共振現象は起らない。
3. 実 験 方 法
蛍光灯繊係を白熱するに必要な電流は300mA程である。 今蓄電器C2を出来るだけ小容量のもの
を用い， 回路が直列共振を起し管端電圧が100ポノレト附近とし， 電流が300mA�400mA程度になる








4. 実 験 結 果
チョークコイノレは割合安価に出来るから， C2を4μFから3，uFとすれば装置が安価に出来る。
そこでC2をこの大きさにし， 2個のスライダックを用い直列共振の実験を行った結果は図�2の











l λ/:ν�"o川 白， 10 。









数。程.度で あ る か
らp 図三3から分る1
様にL1=O.8H，L2 



















































R.SMackay. App. phys. 24. 311 1953 
中川孝之 応用物理24. 4 1955 
南雲仁一 " 23 . 4号 1954
考川W間同t帥悶参
誤正
頁 ・ 行日 | 誤
目次 17 
6 下より10
6 下より8
6 下より8
9 下より4
9 下より3
10 5 
" 6 
38 9 
50 図-6縦軸の
52 10 
53 図ー1横軸の
60 表-2上段中央
61 下より13
81 3 
122 図-4縦軸の
123 表-2
124 8 
Contents 15 
" " 
" 22 
" " 
" 25 
三元素平衡
11
F2 
rrr 
kー
ω"Loc--1一
αJC 
r"(lーωLoc)"十ω2Lo"
、hノ
て、，J
K「
ι
千一
十
二ル
二ル
瓦0
2d
アt\
一/'t、
ミーノ
て】J
EA
Tι 
7T
一十
一伊hp
一 伊hw
瓦A
-qL
7{\
一 〆也、
千一
十
可ノ
←、ノ
一 9 ・
一az
一 R
一R
一十
一十
一1
-2
百 民
一 R
7 L
一fL
L R
L R
率
伽
同
信流
一一
一一
臥電
咽A句4 中申a
nD"。
AI�)lll 
h 
れの
変態量よりて
涙断応力
燐鈍クローム鋼
焼銑クローム鋼
Actives 
Chloride 
Tadatamo 
Hetone 
piglron 
表
E 
三元系平衡
r2 
r s 
， r 
唱i 一・cch
一 ω
￡ 一ω-LA 
r"'(lーω"LoC)"十ω�Lo�
tþ2=tan-l�丈島十1(2)十(2x十k)x
Eng 
電流効率
nD'O 
AICla 
h 
(mm) 
ると
も ・れツよ力量応態断交募・
焼鈍クFーム鋼
焼鈍クローム鋼
Acúvities 
Chloride(V) 
Tadatomo 
Ketone 
-
Piglron 
. 
